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議  事  録 

 
議 長   只今より、令和５年９月定例農業委員会を開会させていただきます。  

まず、はじめに、携帯電話につきまして、会議中電源をお切りになるかマ

ナーモードにしていただくようお願いいたします。  

なお、この会議は農業委員会等に関する法律第３２条に「総会は公開する」

旨規定されておりますので、傍聴の希望があれば原則入室の許可をするものと

いたします。 

 

事務局   傍聴者はおりません。 

なお本日の委員会は、農業委員定数１４名中１３名の委員が出席とのことで、

農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、定足数に達しており

ますので、本日の議事は成立していることをご報告申し上げます。  

また、推進委員は６名中６名の委員が出席されておりますので、併せてご報

告申し上げます。 

 

議 長   本日、ご審議をしていただく案件は４件、ご報告申し上げます案件は２件と

なっております。 

署名委員ですが、峯芝委員と比嘉委員です。 

最後まで、よろしくお願い申し上げます。 

それでは議案第１５号案件を議題とします。まず、事務局から議案の朗読を

お願いします。 

 

事務局   議案第１５号 農地法第３条の規定による許可申請書審議の件  

次のとおり、農地の所有権移転の申請があったので、委員会の意見を求める。 

 令和５年９月６日提出  河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

１番案件 朗読 

 

なお、農地法第３条第２項各号の判断については、お手元の調査書のとおり、

許可要件のすべてを満たしていると考えます。  

以上でございます。 

 

地区委員  それでは議案第１５号につきまして、ご説明させていただきます。  

      【場所説明】 

８月２３日にこの４筆の現地確認をし、２４日に譲渡人の●●氏、譲受人の

●●氏、それと両名の申請代理人の●●氏に電話で聞き取り調査を行いました。 

譲渡人の●●氏は、３０年ほど前から仕事の関係で●●●●●●●●に居住
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しております。実家は申請地の近くにありますが、現在は空き家となっており、

時々●●●●が実家の様子を見に来ているというような状況です。８月１７日

には申請書の作成のため、久しぶりに帰郷したということをお聞きしました。

そのためにすぐに帰れないということなので、電話で申請内容の確認をしまし

た。 

また、現地確認をした際、４筆のうち３筆は現在草が茂っており、残りの１

筆には野菜は植わっていませんでしたが、管理された跡がありました。  

譲受人の●●氏に電話で連絡した際、●●に連絡して欲しいということでし

たので、●●●●●●●●氏に連絡をさせていただきました。 

●●●●氏につきましては、●●●地区にて現在●●ａの農地を所有してお

られ、水稲は●●ａ、畑作は●●ａ耕作されております。農業歴は約６０年で、

農業年間従事日数は約３００日だそうです。●●●●●●氏と●●●は、約１

５０日従事されておられます。 

今回譲り受ける農地は自宅から約４㎞離れていますが、この農地の横に●●

●●●●●●●●●●●●●●があります。その反対側に●●●●●●●●●

があり、地図で見ていただいたらわかりますけども、この一角が全部●●氏の

土地です。この土地を購入すると耕作もしやすくなり、利用価値も上がること

から譲り受けたいということでした。 

今後は、この土地については畑作をしていくということをお聞きしました。  

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   ありがとうございました。皆さんからのご質問、ご意見を求めます。  

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。  

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第１６号につきまして、案件の朗読をお願いします。  

 

事務局   議案第１６号 農地法第５条の規定による許可申請書について  

次のとおり、農地転用許可の申請があったので、委員会の意見を求める。  

 令和５年９月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

   １番案件 朗読 

 

地区委員  それでは議案第１６号につきまして、ご説明させていただきます。  
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この議案は小山田西地区の開発地区にあたり、下調べとしてボーリング調査

を行います。 

【場所説明】 

地権者の方の同意を得たのでボーリング調査をするということでご理解して

いただきますよう、よろしくお願いいたします。  

 

議 長   ありがとうございました。事務局から追加説明をお願いします。  

 

事務局   小山田西地区整備事業ということで、委員におっしゃっていただいたとおり、

小山田西区画整理準備組合が少し前に設立され、事業が始まりかけている段階で

す。まずは道路整備のための地質調査を行い、区画整理ができるかどうかを判断

します。 

この調査の第１弾は、昨年に実施済です。今回は堺の方にアクセスする道路

の堺市道畑下里線に向かう道路について地質調査をすると聞いています。  

お手元の意見書に関して意見をいただきましたら、大阪府農業会議に意見聴

取をしまして、大阪府に許可申請書とともに意見書を提出し、許可をもらえる

という流れになっております。 

以上です。 

 

議 長   ありがとうございました。皆さんからのご質問、ご意見を求めます。  

 

委 員   設定する使用貸借権の存続期間が許可日から１２月２２日に決まっていますが、

これには何か理由があるのですか。 

 

事務局   地質調査ということで都市整備課の方から委託業務が発注されておりまして、

それによると１２月２２日までで調査を終えるということを聞いております。  

 

委 員   入札の期限が１２月ということですか。 

 

事務局   実際に調査をするのが１２月２２日までと決まっております。  

 

委 員   ３つのポイントの調査ということで区画整理とおっしゃったが、確認です。道

路ではなく、区画整理なのですか。そのあたりをもう少し具体的に、支障のない

範囲で教えていただきたいです。 

 

事務局   区画整理では、公共の道路等もきちっと整備してという話がございます。その

道路にかかる部分が今回の調査の対象になっております。 

 

委 員   小山田に河内長野の消防署がありますよね。あそこから小山田の農村地帯を
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通って西地区に府道が延伸されるわけです。その府道を作るためには、現状の道

だけでは作れない。区画整理事業ができるのであれば道を延伸するということで

す。 

最終的に堺のほうから酪農団地の道がありますが、あれも拡張されます。  

それとつなぐ計画があります。昨年にボーリング調査を依頼されて、私がここ

で説明させていただいた案件もありますが、これは第２弾です。ただその４ｍ四

方の土地をボーリング調査するだけです。だから１２月ぐらいにはもう終了する

ということです。 

 

委 員   道路幅は何ｍですか。 

 

委 員   幅は１２ｍの片側２車線だと思います。 

 

委 員   今回は市道のところですよね。 

 

委 員   はい。府道から集落の方に伸びる市道の周りということです。  

 

委 員   堺アクセス道路に接続する道路ができます。府道に対して横切る形で堺に行く

道ができます。 

 

委 員   それに関連して、その周辺の田も区画整理をするということですね。  

 

委 員   そうです。あの周辺の農地は５年ぐらいすれば全部なくなります。 

 

委 員   道路整備だけでは援助されず、周辺地域の整備も併せて行う必要があります。  

 

委 員   余談ですけど、道路沿いの区画整理というところで、３ヶ所のポイントだと少

ないと思います。 

 

委 員   まだこれからあると思います。 

 

委 員   分かりました。 

 

事務局   農地以外のところも調査されています。 

 

委 員   山林もありますよね。 

 

委 員   分かりました。なぜ３ヶ所と少ないのかなと思いました。  
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議 長   他にご意見はございませんか。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。  

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第１７号１番案件につきまして、案件の朗読をお願いします。  

 

事務局   議案第１７号 農用地利用集積計画の作成について 

次のとおり、河内長野市長から農用地利用集積計画の作成について諮問が

あったので、農業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律による改正前の農

業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき委員会の意見を求める。 

 令和５年９月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

   １番案件 朗読 

 

なお、本件については、農業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律により、

経過措置として適用される改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の経

営面積・従事日数などの許可要件のすべてを満たしていると考えます。  

以上でございます。 

 

農林課   議案第１７号１番案件につきまして、ご説明申し上げます。  

今回、利用集積計画の作成を申し出た借り手、貸し手及び対象農地について

は議案書のとおりでございます。 

本件につきましては、●●氏が農業経営を開始するために、河内長野市農用

地利用集積支援制度を活用して新たに利用権を設定するものであります。  

まず、●●氏は、徳島県の農業高校を卒業した後、当該農地において●●氏

の指導を受けながら２０年間野菜づくりを行ってこられました。  

しかし、●●氏は農業経営の継続が体力的に厳しくなり、●●氏が自立して

経営を行うために利用権の設定を行うこととなりました。  

当該農地は外環状線に面しており、市内各地へのアクセスが良好なことから、

資材・農機の搬入や出荷において利便性の高い場所となっております。 

現在当該農地においては、イチジク、トマト、なす、オクラ、キュウリ、

ピーマン等を栽培しておられます。 

●●氏はこれらの栽培を引き継いだうえで、現在雑草が繁茂している部分に

ついても活用を進めていく意向です。 
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当該利用権設定により遊休農地の削減、当地区の農業振興並びに景観の保全

についても有効な手段であると判断し、申請を受理し本諮問に至った次第でご

ざいます。 

以上、本件諮問の趣旨をご理解のうえ、ご審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 

地区委員  それでは、議案第１７号１番案件について、ご説明させていただきます。 

      【場所説明】 

今ご説明がありましたように、●●氏は高齢で８８歳とおっしゃっていました。

以前は●●氏と一緒に耕作されていましたが、もうできないので●●氏に耕作を

お願いしたいということでした。 

●●氏は先程説明がありましたように、徳島県の農業高校を出られた後にこち

らで農業をされ、「あすかてくるで」等で出荷されております。  

賃料等は、５年間無償で対応するとおっしゃっておられました。  

８月２日の調査では、農林課、事務局、会長、私、●●氏本人、●●氏はお勤

めをされているので●●●●●●が立会いをされました。お二人ともお隣同士で、

会長もよくご存知だということでしたので、一緒に立ち会っていただきました。 

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   ただいま、農林課と地区委員から説明がありました。皆さんからのご意見、ご

質問を求めます。 

 

委 員   ここは開発エリアに入っていないのですか。 

 

委 員   この場所は入っていません。手前までしか入っていないです。  

 

議 長   他にご意見ございませんか。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。 

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第１７号２番案件の借り手は●●委員本人であるので、農業委員会

等に関する法律第３１条第１項の規定（自己又は同居の親族若しくはその配偶者

に関する事項についてはその議事に参与することができない。）によりまして、

本議案審議の間、退席を求めます。 



- 7 - 

 

     （●●委員退席） 

 

議 長   事務局、議案の朗読をお願いします。 

 

事務局   ２番案件 朗読 

 

なお、本件については、農業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律により、

経過措置として適用される改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の経

営面積・従事日数などの許可要件のすべてを満たしていると考えます。  

以上でございます。 

 

農林課   議案第１７号２番案件につきまして、ご説明申し上げます。  

今回、利用集積計画の作成を申し出た借り手、貸し手及び対象農地について

は議案書のとおりでございます。 

本件につきましては、●●氏が農業経営規模を拡大するために、貸し手であ

る●●氏との間で新たに利用権を設定するものであります。 

まず、借り手の●●氏につきましては、退職を機に本格的に農業に従事され

るようになり、現在は国版認定農業者として、市内の各地域において水稲を生

産されております。 

また、水稲の裏作として野菜類を、さらにみかんをはじめとした果樹類も多

く栽培されておられます。 

なお、今回の農地では、水稲の栽培を計画されており、生産した米は大阪南

農業協同組合への出荷を予定しております。 

一方、貸し手の●●氏につきましては、現在中国に在住されており、農地の

日常管理が困難であることから、当該農地を●●氏に任せたいという意向を

持っておられます。 

当該利用権設定により遊休農地の削減、当地区の農業振興並びに景観の保全

についても有効な手段であると判断し、申請を受理し本諮問に至った次第でご

ざいます。 

以上、本件諮問の趣旨をご理解のうえ、ご審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 

地区委員  それでは、議案第１７号２番案件について、ご説明させていただきます。  

【場所説明】 

かなり前になりますが、５月１９日に農林課、事務局、私、●●委員、それ

から土地の所有者である●●●●●●●が立会いに来られ、調査をしました。 

●●氏は、現在勤務の関係で中国の会社に行っておられます。●●●●●●

●●が３年前に亡くなられており、●●●●も大阪の北部に住んでおられるの
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で、土地を管理しにくいことから管理していただける方を探しておられたとこ

ろ、●●委員とマッチングしたということで今回の申請に至っております。  

●●委員については皆様ももうご存知で、農林課さんからの説明もあったよ

うに色々されておりますので、安心して借りていただけると思っております。  

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   ただいま、農林課と地区委員から説明がありました。皆さんからのご意見、ご

質問を求めます。 

 

委 員   周りは結構店舗や宅地が多いところだと思うのですが、ここは水路があるので

すか。 

 

委 員   水路は通っています。 

 

委 員   分かりました。 

 

議 長   他にご意見ございませんか。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。  

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。 

 

     （●●委員着席） 

 

これで審議案件４件は終了しましたので、報告案件に入りたいと思います。  

本日ご報告申し上げます案件は、２件でございます。ご質問ご意見につきまし

ては、報告案件終了後に承りたいと存じます。  

 

では、報告第１４号案件の朗読をお願いします。  

 

事務局   報告第１４号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書につい

て 

次のとおり、農地転用による所有権移転の届出を受理したので、委員会に報

告する。 
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 令和５年９月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

      １番案件 朗読 

 

      宅地開発による転用で、市街化区域内の農地であり、水利組合と隣接農地にも

承諾をもらっており、周囲に迷惑をかけないようにします。また、苦情もありま

せんということで受理するもので、問題はないと考えます。  

 

      ２番案件 朗読 

 

駐車場と建築用の資材置き場への転用で、届出失念事案ですが、これまで、周

囲に迷惑をかけないよう配慮しており、苦情もないということで受理することで

問題はないと考えます。 

 

   なお、対象地につきましては、市街化区域内の農地であることから、農地法

第５条第１項第６号により届出を出されたものであり、本届出については、

「農地法関係事務処理にかかる処理基準」第６の３の（２）の届出書に添付す

べき書類が添付されていない場合など、届出を受理しない場合に該当しないた

め、本件受理については、問題ありません。 

      以上です。 

 

議 長   以上、報告案件２件、ご報告をいただきました。皆さんのご質問、ご意見を求

めます。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、以上をもちまして、本日の審議案件と報告案件を

終了させていただきます。 
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議事録作成者 ●●● ●●●● 

 

河内長野市農業委員会に関する規程第１８条第３項の規定によりここに署名する。  

 

議  長 垣内 俊夫  

署名委員 峯芝 謙次  

署名委員 比嘉 一美  

 

 

協 議 会 

 

協議事項 

 

1  １０月定例農業委員会について 

開催日  令和５年１０月１０日（火）午後１時３０分から  

場 所  行政委員会室 

 

2  農業委員会大会の参加について 

  

3  大阪農業時報第８５２号について 

  

4  農業委員会だよりの発行について 

     

5   活動記録カードについて 

   

6  その他
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令和５年９月定例農業委員会出欠状況 

 

【農業委員１４名・推進委員６名】 

番号 氏  名 委 員 ・ 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 峯芝 謙次 農業委員・副会長 出席 議事録署名人 

２ 峯垣外 薫 推進委員 出席  

３ 増田 勝紀 農業委員・幹事・企画編集委員 欠席  

４ 小西 康之 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

５ 藪本 源悟 推進委員 出席  

６ 新谷 直美 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

７ 谷口 耕一 推進委員 出席  

８ 西  定彦 農業委員 出席  

９ 垣内 俊夫 農業委員・会長 出席 議長 

１０ 北谷 清一 推進委員 出席  

１１ 田中 一郎 農業委員 出席  

１２ 前田 一郎 農業委員 出席  

１３ 泰中 利郎 推進委員・幹事・企画編集委員 出席  

１４ 宗野 敏雄 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

１５ 松浦 孝次 農業委員 出席  

１６ 池西 一郎 推進委員 出席  

１７ 小澤  勝 農業委員 出席  

１８ 村田 洋三 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

１９ 中野  毅 農業委員 出席  

２０ 比嘉 一美 農業委員 出席 議事録署名人 

 


